
平
成
二
十
七
年
度 

 
 

推

薦

入

試

試

験

問

題 
 

 
（
文
学
科 

日
本
語
日
本
文
学
専
攻
） 

 
 

 

注 

意 

事 

項 

１ 

解
答
は
、
す
べ
て
解
答
用
紙
に
縦
書
き
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

２ 

白
紙
は
、
下
書
き
と
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

３ 

受
験
票
と
こ
の
問
題
用
紙
お
よ
び
白
紙
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。 

    

－日文 ４－１－ 



 
課 

題 
 

 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

   

【
省
略
】 

                               

－日文 ４－２－ 



  

【
省
略
】 

                           

 

（
井
出
祥
子
『
わ
き
ま
え
の

語
用

ご

よ

う

論ろ

ん

』
二
〇
〇
六
年
、
大
修
館
書
店
、
４
～
６
ペ
ー
ジ
よ
り
）  

 
 

 

注
１ 

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
略
。
社
会
的
基
盤
と
社
会
的
生
産
基
盤
と
を
形
成
す
る
も
の

の
総
称
。 

－日文 ４－３－ 



 
 

注
２ 

女
性
の
権
利
を
男
性
と
同
等
に
し
、
女
性
の
能
力
や
役
割
の
発
展
を
目
指
す
主
張
お
よ
び
運

動
。 

 
 

注
３ 

ア
メ
リ
カ
の
言
語
学
者
。 

 
 

注
４ 
考
え
方
や
思
想
傾
向
。
特
に
政
治
・
社
会
思
想
。 

 
 

注
５ 
政
策
・
施
策
な
ど
の
指
針
。
指
標
。 

 

問
一 

日
本
語
か
ら
敬
語
を
な
く
せ
ば
日
本
経
済
の
混
迷
を
解
決
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
主
張

は
、
言
葉
を
変
え
る
こ
と
で
社
会
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
考
え
方
の
成
功
例
と
し
て
本
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
二
〇
〇
字
以
内
で
説
明
し

な
さ
い
。 

問
二 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、
日
本
社
会
の
閉
鎖
性
、
非
民
主
制
を
改
め
る
た
め
、
日

本
語
か
ら
上
下
関
係
を
重
ん
じ
る
敬
語
を
な
く
す
べ
き
だ
と
い
う
敬
語
廃
止
論
が
あ
る
。
あ
な
た

は
、
こ
の
敬
語
廃
止
論
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
賛
成
ま
た
は
反
対
の
ど
ち
ら
か
一
方
の

立
場
に
た
っ
て
、
六
〇
〇
字
以
内
で
論
じ
な
さ
い
。 

－日文 ４－４－ 


